
■
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
人
材
養
成
が
急
務

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
ま
ず
参
加
す
る
こ
と

　
人
道
援
助
大
国
め
ざ
す
べ
き

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

　
　
協
議
会
）
は
昨
年
六
月
、
一
連

　
　
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

　
　
に
認
定
さ
れ
た
。

　
我
々
の
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現

在
、
三
十
力
国
四
十
件
以
上
。
医
療

保
健
・
教
育
・
住
宅
・
都
市
開
発
と

幅
広
く
、
そ
れ
に
最
近
で
は
地
震
災

害
や
瞥
罠
差
歿
ど
緊
急
救
援
活
動

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
か
ら

ア
フ
リ
カ
、
東
ヨ
ー
・
・
ロ
ッ
パ
、
中
南

米
へ
と
地
域
も
広
が
り
、
国
連
機
関

と
の
連
係
プ
レ
ー
は
委
託
事
業
や
活

動
費
警
得
な
ど
も
含
め
、
欧
米
の
主

要
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
嫡
争
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
が
必
豪
こ
す
る
援
助
は
今
日

生
き
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
人
た
ち

ー家
ｌ
ｓ
冒
’

勤
硲
ぞ
め
Ｊ
朗
ぼ
場
Ｉ
？
。
鴉
″
Ｊ
の

ｉ
讐
や
パ
ー
ト
才
―
も
、
摩
市
計
画

や
瘤
境
デ
ザ
イ
ン
、
ｔ
水
油
禍
″
’
ど

さ
ｉ
ｉ
ｌ

て
い
ま
す
。

　
認
定
資
格
は
現
在
、
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
付
与
さ
れ
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
ｎ
」

｛
日
本
き
｝
吋
Ｑ

端
に
四
団
体
が
取
得
）
。
縁
合
Ｎ
Ｇ

Ｏ
対
象
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
（
風
圧
は

二
団
体
）
の
腹
帯
そ
準
備
中
で
、
肆

車
晋
れ
れ
ぱ
、
‐
簾
墓
禰
で
の
発
一

権
が
増
凡
、
―

し
た
Ｓ
ｙ
ｇ
７
蜀
。
１
詣
e
1
1
9

仲
間
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｏ
Ｏ
炉
一
一
輯

－到
来
を
寡
豚
し
、
そ
う
璋
く
な
い
日

に
実
現
す
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
ひ
の
き
一
台
に
立
つ
の
は

い
い
の
で
す
か
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

牒
濁
が
山
檜
じ
て
い
ま
す
。
重
要
な

茂氏

しげる

菅波

すがなみ
アジア医師連綿協鵬泰代轟

の
は
人
材
養
成
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
専
門
家
が
な
ぜ
必
要
な
の

か
、
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
。
欧
米
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
高
度
の
専
門
家
渠
団
で
、

国
家
間
の
利
害
調
整
に
し
ぱ
し
ば
登

場
し
ま
す
。
難
し
い
の
は
非
営
利
の

世
界
で
は
国
家
や
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の

論
理
が
通
用
し
な
い
こ
と
で
す
。
利

益
や
効
車
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
厳

や
善
意
を
薗
茫
し
た
活
動
、
組
織

の
運
営
手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
人
種
や
宗
教
の
壁
を
超
え

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、
行
動
で

き
る
人
材
…
…
我
々
が
提
唱
し
た
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
は
一
例
で
す
が
、

非
営
利
組
織
の
運
営
や
国
際
社
会
で

の
ネ
ゴ
に
傭
い
専
門
家
の
蕎
或
は
急

務
と
禰
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ヒ
な
Ｉ
マ
ニ
ズ
ム
と
は
吹
ず
参
加

ｔ
ｃ
ぺ
ｌ

入
励
Ｈ
弧
勤
Ｕ
ａ
い
１
１
安
穏
爾

－
4鳴

両
れ
ｉ
浅
口
や
与
八
八
東
雁

J
j
4
1
蕎
溥
い
″
７
『
恂
餅
肖
れ
娠
ｔ
。

　
０
り
ハ
に
鱒
醵
｀
麗
ｙ
な
ど

S
l
g
l
警
・
Ｉ
持
り
路
￥
ぐ
り
條

ｅ
Ｓ
４
Ｃ
ｖ
ｒ

Ｓ
ｉ
ｌ
書
軍
国
ｔ

目
指
ｆ
以
犬
Ａ
Ｉ
聊
入
国
げ
な

ゐ
ぺ
幽
廻
心
熹
い
水
ｔ
‘
ね
Ｊ
』
ぞ
れ
征

‥
一
｀
罷
ｆ
ｔ
リ
ン
ド
リ
ク
で
歳
ず
ｎ
ｘ

の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
テ
ン
ト
と
腐
が
林
立
し

な
け
れ
ば
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

に
は
平
和
凛
法
と
い
う
痢
の
御
旗
が

あ
り
、
人
選
曇
痢
大
国
に
な
る
条
件

μ
十
分
瞬
だ
さ
れ
て
い
家
す
。

　
　
降
神
大
鵬
災
嗅
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

　
　
海
外
ヘ
ー

　
　
は
喋
ぽ
こ
力
月
に
｛
哨
と
一
場

　
　
し
゛
。

　
大
崎
災
で
口
本
以
｛
り
力
哨
以
ち
の

い
ろ
ん
何
ｉ
恥
人
４
か
�
香
扱
衝

y
1
3
J
4
r

4
S
1
4
2
4
4
7
1

で
す
。
問
喝
μ
お
奄
で
賦
与
汽
気

持
ち
そ
ど
う
伝
凡
る
か
。
そ
し
て
現

地
で
共
Ｋ
汗
を
か
く
こ
と
で
す
。

　
利
益
社
命
に
満
足
せ
ず
ご
Ａ
助
け

に
役
立
ち
た
い
と
、
地
域
や
市
民
社

４
一
で
活
動
す
る
人
々
の
う
ね
り
は
苛

地
域
や
市
民
社
会
で
活
動
す
る
人
々
の
う
ね
り
は
讐
実

に
広
が
っ
て
い
る

実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
国
際
社

公
と
の
橋
渡
し
役
。
多

様
な
価
値
が
共
存
す
る

新
た
な
国
際
共
同
体
社

会
の
時
代
が
始
ま
っ

た
。
そ
う
肌
で
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
（
聞
き
手
は
編
集
委
員

　
　
　
　
佐
藤
徳
夫
）

次
回
は
一
月
六
日
か
ら

前
経
済
企
画
庁
長
官

　
　
胴
中
秀
征
氏
で
す
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